
データ転送マニュアル



データ転送方法 1

MRIコンソールPC

撮像室

MRIホストコンピューター

機械室操作室

HDD

USB3.0
データ量が大きいなら
こちらが速い

サーバー室

ORTHANCサーバー

①ネットワーク
①転送

③専用外付けHDD
（機械室）

NAS

個人のPC

HDD

その日の夜0時に
コピーが作られる

HDD

USB2.0なので
少し遅い

②専用外付けHDD
（操作室）



データ転送 2

“Patients”タブから

“Administration”を選択



データ転送 3

自分のフォルダを展開してデータを１つ選択する

※複数選択すると転送エラーの可能性が高まるため、原則1つずつとする



データ転送方法 4
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撮像室

MRIホストコンピューター

機械室操作室

HDD
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データ量が大きいなら
こちらが速い

サーバー室

ORTHANCサーバー

①ネットワーク
①転送

③専用外付けHDD
（機械室）

NAS

個人のPC

HDD

その日の夜0時に
コピーが作られる

HDD

USB2.0なので
少し遅い

②専用外付けHDD
（操作室）



データ転送 ①ネットワーク転送（ORTHANCサーバーへ転送） 5

“Network”のアイコンをクリック

※1_Enhance_ORTHANCを選択していることを確認

ORTHANCサーバーからのダウンロードは、加齢研ネットワーク内のみで可能です。
外部利用者(共同研究を除く)についてはNetwork転送は使わず、専用外付けHDDへデータ転送してください。

内部利用者もサーバへのデータ転送が何らかの理由でうまくいかない場合は、専用外付けHDD経由でデータを保存



データ転送 ①ネットワーク転送（ORTHANCサーバーへ転送） 6

Job Queue ウインドウの Status に “Finished”,

Patient Administration ウインドウの

Network に “COMPLETED” と表示されたら転送完了

※Job Queueは即時反映ですが、Patient Administrationは即時反映されず、
一度ウィンドウを閉じて再度表示すると、COMPLETEDになることがあります



データ転送方法 7

MRIコンソールPC

撮像室

MRIホストコンピューター

機械室操作室

HDD

USB3.0
データ量が大きいなら
こちらが速い

サーバー室

ORTHANCサーバー

①ネットワーク
①転送

③専用外付けHDD
（機械室）

NAS

個人のPC

HDD

その日の夜0時に
コピーが作られる

HDD

USB2.0なので
少し遅い

②専用外付けHDD
（操作室）



データ転送 ②専用外付けHDDに転送 8

操作PCの左にUSB受けケーブルがあるので、

そこに専用外付けHDDを繋いでください。

専用外付けHDDは、操作PCの机の上にあります。

MRIコンソールPCの安全性を保つために、専用の外付けHDD以外の機器を接続しないでください



データ転送 ②専用外付けHDDに転送 9

データを１つ選択して、

Disk Filesをクリック



データ転送 ②専用外付けHDDに転送 10

Browse → 外付けHDDを選択（たいていK:）



データ転送 ②専用外付けHDDに転送 11

撮像セッションごとに

フォルダ分け推奨

Proceed



データ転送 ②専用外付けHDDに転送 12

キーボード でタスクバーを出す

専用外付けHDDの安全な取り外し

外部利用者(共同研究を除く)は自分のデバイスへの転送を、
必ずその場で、確認してください。



データ転送方法 13

MRIコンソールPC

撮像室

MRIホストコンピューター

機械室操作室

HDD

USB3.0
データ量が大きいなら
こちらが速い

サーバー室
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①ネットワーク
①転送

③専用外付けHDD
（機械室）

NAS

個人のPC

HDD

その日の夜0時に
コピーが作られる

HDD

USB2.0なので
少し遅い

②専用外付けHDD
（操作室）



データ転送 ③専用外付けHDDに転送（大量データのときは、機械室内のHDDへ） 14

操作PCの机上のUSB受けケーブルはUSB2.0なのでデータ転送に時間がかかることがあります。大量データの転送時は

機械室のホストコンピューターに直接繋いでいる

（USB3.0）専用外付けHDDへの転送が速いです。

“HD-LXU3” を選択 機械室内

このあたりにあります。



データ転送 ③専用外付けHDDに転送（大量データのときは、機械室内のHDDへ） 15

この外付けHDDに
保存されます。
※操作PCから安全な取り外し操作が必要



データ転送方法 16

MRIコンソールPC

撮像室

MRIホストコンピューター

機械室操作室

HDD
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①転送
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個人のPC
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コピーが作られる

HDD

USB2.0なので
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②専用外付けHDD
（操作室）



撮像データのダウンロード ①ORTHANCサーバー 17

http://130.34.162.7:8042

下記URLからORTHANCサーバーにアクセス
※ユーザー名とパスワードは加齢研メンバーにお尋ねください

Study Dateから自分の実験日を選択

http://130.34.162.7:8042/


撮像データのダウンロード ①ORTHANCサーバー 18

“Do lookup” で下に

撮像データが表示される

ダウンロードしたいデータをクリック



撮像データのダウンロード ①ORTHANCサーバー 19

“Download ZIP” または

“Download DICOMDIR”で

ダウンロードできます



実験日毎のフォルダ

下記から加齢研NASにアクセスしてください

撮像データのダウンロード ②NAS 20

¥¥130.34.162.8¥MRIdata¥sorted_zip ※ユーザー名とパスワードは加齢研メンバーにお尋ねください
※アクセスは、加齢研ネットワーク内でのみ可能です。

NASに保存されるときに、自動で
下記フォルダ分けがされます。
下記を参考に自分のデータを探してください。

その日の1回目のアクセスは、ユーザー名とパスワード入力画面が出るまで30秒ほど時間がかかることがあります。

NAS内のデータは管理者以外、削除することができません。
自分のPC等へのドラッグ＆ドロップはできないので、コピー＆ペーストで保存してください。

ORHTANCサーバーに転送した翌日から、NASからのアクセスができます

※当日は、NASへのコピーがまだされていません。

同じ日に行った実験は、
実験者によらず
同じ日付毎のフォルダに
まとまって入ります

file://130.34.162.8/MRIdata/sorted_zip


撮像データのダウンロード ②NAS 21

NASにアクセスする機会が多い時期は、デスクトップに

ショートカットを作っておくと楽です。

1階層上の、“MRIdata”をクリック

“sorted_zip”フォルダ上で右クリック

“コピー”をクリック
デスクトップ上で右クリック

“ショートカットの貼り付け”



データ転送 ルール 22

MRIコンソールPC

撮像室

MRIホストコンピューター

機械室操作室

HDD

サーバー室

ORTHANCサーバー

NAS

その日の夜0時に
コピーが作られる

HDD

USB3.0
データ量が大きいなら
こちらが速い

USB2.0なので
少し遅い

①ネットワーク転送
②専用外付けHDD

（操作室）
③専用外付けHDD

（機械室）
ORTHANC NAS

データの保存 削除しない 削除しない
転送完了後、

HDD内のデータ削除
削除しないでOK

データの利用 翌日から

転送完了後
＝

転送後のデータに
欠損等ないと確認後

（共通）

MRIコンソールPC内の転送済みデータを、2週間以内を目安に削除すること
※コンソールPC内のデータが増えすぎると、すべての転送に悪影響があります

理由がありコンソールPC上にデータを残したい場合は理由の明示と共有をする
・該当データと理由を、PC付近に付箋で貼る
・MRI管理委員会（Slack等）に共有する
その他は場合に応じて、２週間での無断消去OK



データ転送 ルール：データ削除方法（MRIコンソールPC） 23

“Patient”から“Administration”

転送完了後は2週間を目安に、コンソールPC上からデータを削除



データ転送 ルール：データ削除方法（MRIコンソールPC） 24

理由がありコンソールPC上にデータを残したい場合は理由の明示と共有をする
・該当データと理由を、PC付近に付箋で貼る
・MRI管理委員会（Slack等）に共有する
他は２週間での無断消去OK

データ（転送が完了しているもの）を選択し、

“Delete”



データ転送 ルール：データ削除方法（専用外付けHDD-操作室） 25

操作室内のHDDは転送用なので、

転送完了後はデータを削除すること

キーボードでwindowsメニューを

開き“This PC”をクリック



データ転送 ルール：データ削除方法（専用外付けHDD-操作室） 26

専用外付けHDDを選択



データ転送 ルール：データ削除方法（専用外付けHDD-操作室） 27

削除するデータのファイル名の上で右クリック

“Delete”で削除


	スライド 0
	スライド 1: データ転送方法
	スライド 2: データ転送
	スライド 3: データ転送
	スライド 4: データ転送方法
	スライド 5: データ転送　①ネットワーク転送（ORTHANCサーバーへ転送）
	スライド 6: データ転送　①ネットワーク転送（ORTHANCサーバーへ転送）
	スライド 7: データ転送方法
	スライド 8: データ転送　②専用外付けHDDに転送
	スライド 9: データ転送　②専用外付けHDDに転送
	スライド 10: データ転送　②専用外付けHDDに転送
	スライド 11: データ転送　②専用外付けHDDに転送
	スライド 12: データ転送　②専用外付けHDDに転送
	スライド 13: データ転送方法
	スライド 14: データ転送　③専用外付けHDDに転送（大量データのときは、機械室内のHDDへ）
	スライド 15: データ転送　③専用外付けHDDに転送（大量データのときは、機械室内のHDDへ）
	スライド 16: データ転送方法
	スライド 17: 撮像データのダウンロード　①ORTHANCサーバー
	スライド 18: 撮像データのダウンロード　①ORTHANCサーバー
	スライド 19: 撮像データのダウンロード　①ORTHANCサーバー
	スライド 20: 撮像データのダウンロード　②NAS
	スライド 21: 撮像データのダウンロード　②NAS
	スライド 22: データ転送　ルール
	スライド 23: データ転送　ルール：データ削除方法（MRIコンソールPC）
	スライド 24: データ転送　ルール：データ削除方法（MRIコンソールPC）
	スライド 25: データ転送　ルール：データ削除方法（専用外付けHDD-操作室）
	スライド 26: データ転送　ルール：データ削除方法（専用外付けHDD-操作室）
	スライド 27: データ転送　ルール：データ削除方法（専用外付けHDD-操作室）

